










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































身者 であ る。 昭和53年6月 現在。以下同L"。
資料)『 大学職員録 』(昭和54年 度版),広 潤社,
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































京 束 束 九 横 横 早 慶 者 同 大 神 広琉
北 靄 、 幣戸 球







































































東 京 早 慶 東 東 日九 東 法 阪 都 北 一 関 名 中 立 同 広 立 大 明 東 明 青 関 竜 大
教北 洋政 立 橋 教 正票治学羅 西谷谷 宍
大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大'学大 火 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大
第1表 出身大学別・勤務大学設置者別社会学関係の教授





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鐘鯔4く酬 く錨纒宙獣喫臨蕪く鋸 川 ○































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































≦K黏麟鞳e笥 ヘ ミームxλ ム思Q≦ レ m1

































































































160岡 山 商 大l
l




163広 島 経 大i






















































































































































































































































































































































































































































































178第 一 経 大
179申 村学園大亅
180福 澗 大
181福 岡 工 大
182八 幡 大
183西 九 州 大
184九 州東海大1
　
185熊 本 商 大1
186九 州学 院大
187沖 纈 際¥1
 
大
学
教
授
の
リ
ク
ル
、
ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
11111(1)21110(1)11
4.04,04.04.04.08.04.04.040.04.04.0
13×25
4.012.0'.100:0i
 
計
%
大
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
大
学
も
早
い
時
期
の
創
立
で
あ
り
、
研
究
者
養
成
機
関
と
し
て
の
大
学
院
を
も
っ
て
い
る
大
学
で
あ
る
こ
と
が
in
b
re
E
-
d
in
g
の
傾
向
を
生
起
す
る
一
要
因
で
あ
る
。
註⑥
C
a
p
l
o
w
,
T
h
e
o
d
o
r
e
a
n
d
M
c
G
e
e
,
R
e
e
c
e
J
.,
1
9
5
8
,
(
r
e
p
r
in
t
e
d
i
t
io
n
1
9
7
7
)
,
T
h
e
A
cad
em
ic
M
arketp
lace,
A
rno
P
ress,
pp
.
1
0
9
-
1
2
.
　
H
o
llin
g
sh
e
a
d
,
A
.
B
.,
1
9
3
8
,
In
g
ro
u
p
M
e
-
m
b
e
rs
h
ip
a
n
d
A
c
a
d
e
m
ic
S
e
le
c
tio
n
,
A
S
R
,
V
o
l.
3
.
N
o
.
6
.
ホ
ー
リ
ン
グ
ズ
シ
ェ
ッ
ボ
ほ
内
集
,
団
の
規
準
と
し
て
つ
ぎ
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
e
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
で
一
つ
な
い
し
そ
れ
以
上
の
学
位
の
完
成
に
至
た
る
訓
練
を
受
け
た
も
の
、
⇔
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
と
他
の
大
学
に
お
け
る
人
員
間
の
既
知
の
仲
間
関
係
に
あ
る
も
の
、
㊨
教
職
員
と
非
教
職
員
と
の
間
に
血
族
関
係
お
よ
び
婚
姻
関
係
の
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
こ
の
三
つ
で
あ
る
。
か
れ
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
要
因
_
(
a
lu
m
n
i
a
p
p
o
in
tm
e
n
ts
,
f
r
ie
-
n
d
s
h
ip
tie
s
,
fa
m
ily
t
ie
s
)
が
新
任
人
事
に
ど
=
一
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
数
字
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
⑧
新
堀
通
也
、
一
九
六
五
、
『
日
本
の
大
学
教
授
市
場
』
、
東
洋
館
出
版
社
。
同
編
著
、
一
九
六
九
、
『
学
閥
』
、
福
村
出
版
。
同
著
、
一
九
七
八
、
『
日
本
の
学
界
』
、
日
本
経
済
新
聞
社
。
⑨
C
u
m
m
in
g
s
,
W
illia
m
K
.,
1
9
7
2
,
T
h
e
C
h
a
n
g
in
g
A
ca
d
e
m
ic
.
M
a
r
k
e
tp
la
ce
a
n
d
U
n
%v
e
rs
ity
R
e
fo
r
m
in
J
a
p
a
n
,
岩
内
亮
一
・
友
田
泰
正
訳
、
一
九
七
二
、
『
日
本
の
大
学
教
授
』
、
至
誠
堂
。
(Q
W
ils
o
n
,
L
o
g
a
n
,
1
94
2
(re
p
rin
t
e
d
itio
n
1
9
6
4
)
,
T
h
e
A
c
a
d
en
Z
ic
M
a
n
:
A
S
tu
d
y
in
th
e
S
oc
io
lo
g
y
of
a
P
r
o
fe
ss
io
n
,
O
c
ta
g
o
n
P
r
e
ss
,
p
.
1
5
°
B
la
u
,
P
e
te
r
M
.,
19
73
,
T
h
e
O
rg
a
n
iza
tio
n
o
f
A
c
a
-
d
e
m
ac
W
o
rk
,
A
W
ile
y
-
In
te
r
s
c
ie
n
c
e
P
u
b
lic
a
tio
n
,
p
p
.
一
二
四
7
9
-
1
0
0
°
'
⑫
キ
ャ
プ
ロ
i
・
マ
ッ
ギ
ー
は
あ
る
辞
書
の
定
義
を
採
用
し
て
身
内
び
い
き
を
「
功
績
よ
り
も
む
し
ろ
関
係
と
い
う
理
由
に
よ
る
援
護
の
授
与
」
と
し
て
い
る
。
か
れ
ら
は
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
の
手
つ
づ
き
に
お
け
る
身
内
び
い
き
あ
る
い
は
封
鎖
的
雇
用
の
多
様
さ
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
七
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
e
母
校
の
援
助
、
⇔
身
を
任
せ
る
人
を
知
っ
て
い
る
こ
と
、
㊨
こ
こ
で
何
某
と
言
わ
れ
る
偉
い
人
を
知
っ
て
い
る
こ
と
、
㈲
あ
そ
こ
出
身
の
何
某
氏
が
こ
こ
に
い
る
こ
と
、
㈲
こ
こ
出
身
の
何
某
氏
が
あ
そ
こ
に
い
る
こ
と
、
㈹
か
れ
が
そ
の
場
に
い
た
こ
と
(客
員
教
授
な
ど
と
し
て
研
究
を
し
て
)
、
㈹
か
れ
は
以
前
か
ら
こ
こ
に
ず
っ
と
い
た
こ
と
(学
生
や
ス
タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
)
°
(C
a
p
lo
w
a
n
d
M
c
G
e
e
,
o
j　
,
c
i
t
,
p
.
1
0
0
)
三
総
括
以
上
、
大
学
教
授
の
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
の
問
題
を
社
会
学
関
係
の
教
授
の
出
身
大
学
と
勤
務
大
学
と
の
関
係
を
通
し
て
み
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
数
字
を
通
し
て
み
る
限
り
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
よ
う
。
一
、
供
給
集
団
と
し
て
国
立
大
と
私
立
大
と
を
比
較
し
た
ば
あ
い
、
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
数
の
比
は
約
七
対
三
で
あ
る
。
二
、
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
は
い
く
つ
か
の
特
定
大
学
に
よ
っ
て
支
配
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ー
東
京
大
二
五
%
(二
三
二
名
)
、
京
都
大
一
二
%
(
一
一
三
名
)
、
東
北
大
七
%
(五
七
名
)
、
東
京
教
育
大
七
%
(五
七
名
)
、
早
稲
田
大
六
%
(五
二
名
)
、
九
州
大
五
%
(四
七
名
)
、
慶
応
大
五
%
(四
一
名
)
な
ど
1
三
、
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
は
出
身
大
学
と
勤
務
大
学
と
の
地
理
的
距
離
の
遠
近
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
。
四
、
い
く
つ
か
の
大
学
に
お
い
て
は
、
出
身
大
学
と
同
一
の
大
学
の
教
授
と
し
て
相
対
的
に
多
く
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。
1
国
立
大
で
は
北
海
道
大
・
東
北
大
・
東
京
大
・
一
橋
大
・
名
古
屋
大
・
京
都
大
・
広
島
大
・
九
州
大
な
ど
、
私
立
大
で
は
慶
応
大
・
日
本
大
・
早
稲
田
大
・
立
正
大
な
ど
、
公
立
大
で
は
な
し
ー
五
、
国
立
大
の
教
授
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
国
立
大
出
身
者
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。
私
立
大
出
身
者
は
約
五
%
(
一
四
名
)
で
あ
る
。
以
上
が
こ
の
小
論
で
用
い
た
統
計
資
料
か
ら
大
学
教
授
の
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
に
関
し
て
得
ら
れ
た
、.
あ
る
意
味
で
は
極
あ
て
常
識
的
な
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
集
団
な
い
し
組
織
体
と
し
て
の
大
学
の
構
造
的
特
質
の
一
つ
も
看
取
で
き
よ
う
。
問
題
は
む
し
ろ
ど
の
よ
う
な
諸
要
因
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
結
果
が
で
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
代
化
社
会
お
よ
び
/
に
お
け
る
集
団
や
個
人
に
と
っ
て
意
味
を
も
つ
も
の
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
パ
タ
ー
ン
・
ヴ
ァ
リ
ア
ブ
ル
に
よ
る
な
ら
ば
、
.>
o
ぼ
o
<
①
巳
Φ
導
と
U
n
iv
e
r
sa
lis
m
で
あ
る
。
こ
の
A
c
h
ie
v
e
m
e
n
t
と
U
n
iv
e
rs
a
lism
が
大
学
と
大
学
教
授
の
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
に
厳
格
に
浸
透
し
て
い
る
な
ら
ば
、
マ
ク
ロ
的
か
つ
長
期
的
に
み
て
わ
が
国
の
大
学
の
学
問
水
準
に
好
結
果
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
ω
9
。
三
窪
o
箕
&
琴
葛
く
同け楼
o
h
ω
9
0
導
凶・。梓
や
q
u
a
lity
o
f
s
c
ie
n
tific
re
se
a
rc
h
が
大
学
や
大
学
教
授
へ
の
報
償
と
し
て
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
数
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
問
題
は
少
な
い
。
そ
れ
に
は
、
全
大
学
と
全
大
学
教
授
な
い
し
そ
れ
ら
の
サ
ン
プ
ル
の
学
問
的
生
産
性
と
学
問
的
研
究
の
質
と
を
収
集
し
、
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
す
る
こ
と
な
し
に
、
単
に
統
計
的
数
字
に
基
づ
い
て
特
定
大
学
か
ら
の
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
数
の
偏
在
を
指
摘
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ー
ル
ら
の
い
う
よ
う
な
研
究
の
質
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
引
用
回
数
を
⑭
分
析
す
る
方
法
i
c
ita
tio
n
c
o
u
n
ts
rU
か
c
ita
t
io
n
a
n
a
ly
s
is
と
か
呼
ば
れ
る
ー
を
使
用
し
た
と
し
て
も
、
学
問
的
生
産
性
が
大
学
教
授
の
ザ
グ゚
ル
ー
ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
一
ゴ
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
八
號
=
一六
大
学
や
学
者
の
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
あ
る
い
は
大
学
や
学
者
の
地
位
が
学
問
的
生
産
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
両
者
の
相
乗
的
か
か
わ
り
な
の
か
と
い
う
問
題
も
残
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
個
人
の
い
わ
ゆ
る
業
績
が
大
学
で
の
最
初
の
任
命
を
左
右
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
個
人
の
出
身
大
学
が
最
初
の
任
命
に
影
響
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
学
問
的
生
産
性
の
問
題
と
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
の
問
題
と
は
、
本
来
次
元
を
異
に
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
生
産
性
と
リ
ク
ル
ー
ト
メ
⑭
ン
ト
と
の
間
に
は
学
閥
や
情
実
と
い
っ
た
媒
介
項
が
入
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
学
界
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
大
学
に
お
い
て
あ
る
特
定
大
学
出
身
の
教
授
の
割
合
が
高
い
と
い
う
理
由
の
み
で
学
閥
の
存
在
を
確
認
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
逆
に
学
閥
の
存
在
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
よ
り
厳
密
に
は
母
集
団
の
数
を
考
慮
に
入
れ
、
学
問
的
生
産
性
や
研
究
の
質
が
上
首
尾
に
測
定
さ
れ
得
た
後
に
、
な
お
か
つ
特
定
大
学
出
身
の
割
合
が
期
待
値
よ
り
も
高
け
れ
ば
学
閥
や
情
実
の
存
在
を
学
界
の
中
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。一
口
に
大
学
教
授
の
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
と
い
っ
て
も
右
で
み
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
統
計
的
数
字
の
上
の
こ
と
だ
け
し
か
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
今
後
は
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
に
立
入
っ
た
分
析
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
『
職
業
と
し
て
の
学
問
』
の
中
で
い
う
学
問
な
い
し
学
者
の
外
面
的
条
件
や
学
者
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
わ
が
国
の
現
実
に
即
し
て
、
社
会
学
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
註⑬
コ
ー
ル
・
コ
ー
ル
は
、
論
文
の
質
な
い
し
学
問
的
意
義
を
他
の
学
者
に
よ
る
引
用
回
数
で
測
定
し
て
い
sue
°
(C
o
le
,
J
o
n
a
th
a
n
R
.
&
C
o
le
,
S
te
p
h
e
n
,
1
9
7
3
,
S
o
c
ia
l
S
tr
a
t
if
ic
a
tio
n
in
S
c
ien
c
e
,
T
h
e
U
n
iv
e
r
sity
o
f
C
h
ic
a
g
o
P
r
e
s
s,
p
p
.2
1-
3
6
°
⑭
拙
稿
、
一
九
七
九
、
「
閥
に
つ
い
て
(
そ
の
一
)
」
、
『
佛
大
社
会
学
』
、
第
四
号
、
佛
教
大
学
社
会
学
研
究
会
。
(社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
三
回
生
社
会
学
専
攻
)
